
令和 3 年 3 月 （令和５年３月修正）

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要
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島根県港湾整備事業経営戦略
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港 湾 区 分
（ 重 要 港 湾 等 ）

事　業　形　態

団 体 名 ： 島根県

事 業 名 ： 港湾整備事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

別府港、来居港、知々井港、御波港、重栖港

河下港、江津港、七類港、安来港、松江港、田儀港、久手港、宅
野港、温泉津港、益田港

西郷港

三隅港

事 業 開 始 年 月 日

職 員 数

港 湾 区 分
（ 重 要 港 湾 等 ）

地方港湾重要港湾





（３） 現在の経営状況
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

計画期間内に実施する整備に基づき、収入等の増加を見込む
　・浜田港福井地区　上屋整備（R2-4）による増　R5より23,678千円／年
　・西郷港小田地区　ふ頭整備（R3-9）による増　R10より7,600千円／年
　・別府港十景地区　ふ頭整備（R1-6）による増　R7より2,800千円／年
　・浜田港福井地区　リーチスタッカー更新整備（R6）による増 19,347千円／年
整備に基づくもの以外は大きな変動は無いと見込む

経費回収率は、全体で３０％台だが、港種別では、浜田港と離島港が２０～３０％台である一方、浜田離島以外の港は７０～９０％
と種別毎に大きく異なる。いずれも１００％を上回る種別は無く、一般会計からの繰入金・貸付金に依存する経営状況にある。
令和元年度の経常収支比率、経費回収率、他会計補助金比率は高い水準となっているが、これは令和元年度に繰入金の見直し
を行い、複数年度分をまとめて繰り入れたことによる。

浜田港は貨物量増が見込まれるため、その対応を行う。（福井上屋）
その他の施設は、適切に維持管理を行い、必要な修繕等を行う。

他 会 計 補 助 金 比 率
※過去３年度分を記載

組織の見通し

施設の見通し

取扱貨物量等の見通し

70.8

浜田港は概ね増加傾向が継続すると見込む。
浜田港以外は大きな変動は無いと見込む

使用料収入の見通し

33.8

34.3

33.8
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経 費 回 収 率
※過去３年度分を記載

企 業 債 残 高 対
料 金 収 入 比 率
※過去３年度分を記載
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37.0

81.4
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有形固定資産減価償却
率

※過去３年度分を記載

年 間 船 舶 乗 降 員 数
※ 過 去 ３ 年 分 を 記 載
港湾ごとの状況は別紙

年 間 取 扱 貨 物 量
※ 過 去 ３ 年 分 を 記 載
港湾ごとの状況は別紙
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経 常 収 支 比 率
（又は収益的収支比率）
※過去３年度分を記載

年 間 使 用 料 収 入 額
（ 税 込 み ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載
港湾ごとの状況は別紙
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

計画期間内に実施する主な投資の内容
　・浜田港福井地区　上屋整備（R2-4）
　・西郷港小田地区　ふ頭整備（R3-9）
　・別府港十景地区　ふ頭整備（R1-6）
　・別府港　旅客上屋修繕（R3-5）
　・河下港垂水地区　ふ頭整備（R5-11）
　・浜田港福井地区　リーチスタッカー更新整備(R6）
　・浜田港福井地区　コンテナターミナル舗装整備（R5-6）
その他必要な修繕・更新等を適切に行う。

使用料　：　過去の使用料実績及び決定済の施設整備による使用料増を見込む
繰入金　：　単体の使用料収入では維持管理費や公債費償還金が見込めない施設整備費（離島航路旅客上屋など）や、産業振興
等の政策的目的による使用料金減額分等繰出基準に定める繰出金を一般会計から繰り入れる
企業債　：　施設整備を行う場合に起債を活用し整備と返済の平準化を行う
借入金　：　単年度で歳入の不足が生じる場合は、一般会計から借入を行う

必要な修繕・更新等を適切に行う。

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標

②　収支計画のうち財源についての説明

目 標 使用料収入　　令和元年度１９９百万円→令和１２年度２２３百万円

　港湾は、海上交通、貨物の輸送交流の拠点として、それぞれ本県産業・経済の発展の最前線の役割を果たすべきものであり、港
湾法及び離島振興法等により随時整備を行っているところであるが、今後の港湾整備の促進が各種産業の成長・発展に寄与する
重要性に鑑み、将来はさらに規模の拡充と荷役能力の強化はもとより、陸と海の接点としての環境整備が必要と考えらる。

　臨港特会の港湾整備費や維持管理費は施設使用料収入により賄うことが原則。適切な維持管理を行うことで施設の機能を継続
して提供し、併せて使用料収入の確保を図る。

浜田港福井上屋整備
    既設　建築面積2,000㎡　１棟　　→　　令和５年度　建築面積2,000㎡　２棟



（３） 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略の事後検証、
改定等に関する事項

この経営戦略は、進捗状況等の検証を行い、適宜修正を行っていく。具体的には、決算と収支計
画に大幅な乖離があった場合や、新たな整備計画が決定された場合など、収支計画を修正し公表
する。

投 資 の 平 準 化 なし

そ の 他 の 取 組
記載以外の施設整備については、ニーズや利用の見通しなどを踏まえ、優先順位を検討し、整備を
進める。

民 間 活 用 なし

職 員 給 与 費 引き続き県職員が特会事務を行う。

そ の 他 の 取 組 なし

繰 入 金 必要な繰入を行う。

資産の有効活用等による
収 入 増 加 の 取 組 なし

そ の 他 の 取 組 なし

委 託 料 引き続き必要な委託を行うが、契約方法の見直し等により中長期的に委託額の逓減を図る。

使 用 料 ４年ごとに行う使用料見直しを行う。

企 業 債 必要に応じ、有利な起債の借入を行う。

管 理 運 営 費 引き続き必要な維持管理を行う。


